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 事業強化に向けた
 健保組合間連携の可能性
 健保組合と事業者で事業体形成
 薬局が加入者に保健指導
 健保連京都連合会で取り組む健保組合の機能向上
 「ＡＢＣの会」――横のつながりを生かす

 地域医療への積極的関与目指し 岡山県の健保組合が合同視察
 社会福祉法人 旭川荘の取り組み

 データヘルス・予防サービス見本市２０１８

 大局大説
　　 「持続可能な医療」への視点
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が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、外
国
人

の
在
留
資
格
に
つ
い
て
は
医
師

や
弁
護
士
な
ど
の「
高
度
の
専
門
人
材
」

に
限
定
し
て
認
め
て
き
た
が
、安
倍
内

閣
は
単
純
労
働
分
野
の
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
新
た
な
在
留
資
格

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、出
入
国
管
理
・

難
民
認
定
法（
入
管
難
民
法
）改
正
法

案
を
本
年
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
し

12
月
に
成
立
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　
新
・
在
留
資
格
の「
特
定
技
能
一
号
」

は
、日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
能
力
試

験
、就
業
分
野
に
関
す
る
試
験
の
両
方

に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
、在
留
期
間

は
最
長
5
年
間
で
家
族
の
帯
同
は
認

め
な
い（
3
年
以
上
の
経
験
を
積
ん
だ

技
能
実
習
生
は
無
試
験
で
特
定
技
能

一
号
資
格
を
取
得
で
き
る
）。「
特
定
技

能
二
号
」資
格
は
さ
ら
に
難
し
い
試
験

に
合
格
し
、熟
練
し
た
技
能
を
持
つ
と

認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、在
留
期

間
に
上
限
は
な
い
。

　
わ
が
国
で
は
健
康
保
険
の
適
用
に
関

し
て
こ
れ
ま
で
、合
法
的
に
在
留
し
て

い
る
外
国
人
被
用
者
は
国
籍
や
居
住

地
の
如
何
を
問
わ
ず
健
保
組
合
・
協
会

け
ん
ぽ
な
ど
に
加
入
し
、3
親
等
以
内

の
被
扶
養
者
も
保
険
適
用
と
な
る
と
し
、

ま
た
、被
用
者
保
険
の
適
用
対
象
と
な

ら
な
い
日
本
居
住
外
国
人
も
3
カ
月
を

超
え
て
日
本
に
在
留
し
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
し
て
住
所
を
有
す
る
者
は
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
と

し
て
き
た（
3
カ
月
以
下
の
短
期
滞
在

の
観
光
客
な
ど
は
国
内
居
住
要
件
を
満

た
さ
ず
被
保
険
者
に
な
れ
な
い
）。

　
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
労
働
者

と
そ
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、近
年
、

▽
医
療
目
的
で
来
日
す
る
▽
保
険
料

納
付
率
が
低
い
▽
外
国
在
住
の
被
扶

養
者
が
出
産
育
児
一
時
金
を
受
給
す

る
▽
日
本
に
居
住
し
て
い
な
い
被
扶

養
者
が
本
国
で
医
療
を
受
け
海
外
療

養
費
を
受
給
す
る
▽
被
保
険
者
証
に

顔
写
真
が
な
い
た
め
医
療
機
関
の
窓

口
で
本
人
確
認
が
で
き
ず
、他
人
の
保

険
証
を
悪
用
し「
な
り
す
ま
し
受
診
」

を
す
る
―
―
と
い
っ
た
事
例
が
増
加
し

て
き
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
法
務
省
と
連
携
し
、

そ
の
者
の
本
国
の
制
度
に
基
づ
き
官

公
署
が
被
扶
養
者
と
し
て
公
的
に
認

定
し
た
場
合
に
限
っ
て
給
付
す
る
な

ど
保
険
適
用
の
厳
格
化
を
図
っ
て
き

た
が
、来
日
前
に
本
人
と
被
扶
養
者
の

関
係
や
健
康
状
態
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
も
あ
り
、自
ず
と
限

界
が
あ
っ
た
。

　
入
管
難
民
法
改
正
に
つ
い
て
の
国

会
質
疑
に
お
い
て
は
、今
回
、新
た
に

在
留
資
格
が
認
め
ら
れ
る
30
〜
50
万

人
と
推
定
さ
れ
る
外
国
人
労
働
者
と

そ
の
被
扶
養
者
の
健
康
保
険
の
適
用

問
題
が
論
議
さ
れ
た
。日
本
に
居
住
し

て
い
な
い
外
国
人
被
扶
養
者
へ
の
保

険
給
付
、イ
ス
ラ
ム
の
よ
う
に
多
妻
を

認
め
て
い
る
場
合
に
は
2
番
目
以
降

の
妻
へ
の
保
険
給
付
、ま
た
、そ
の
間

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
へ
の
保
険
給
付

と
い
っ
た
問
題
も
論
議
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
は
外
国
人
労
働
者
の
被
扶

養
者
等
の
保
険
適
用
お
よ
び
給
付
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、2
0
1
9
年
の

通
常
国
会
に
健
保
法
等
改
正
法
案
を

国
会
提
出
す
る
方
向
に
あ
る
が
、基
本

的
人
権
の
尊
重
、内
外
人
無
差
別
や
法

の
下
の
平
等
の
機
運
が
国
際
的
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、日
本
人
と
同

じ
よ
う
に
保
険
料
を
払
い
な
が
ら
制

度
的
に
受
け
取
る
保
険
紿
付
に
差
異

が
生
じ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と

の
指
摘
も
あ
る
。医
療
費
適
正
化
の
観

点
と
併
せ
丁
寧
な
検
討
と
論
議
を
期

待
し
た
い
。

わ

外国人労働者の受入れ拡大と
健康保険法の適用
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